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一般社団法人秋田県産業廃棄物協会 

会長 山岡 緑三郎 様 

 

  秋田県生活環境部長     

                           （公印省略） 

 

エアロゾル感染防止のための十分な換気の実施について（通知） 

 

 本県の廃棄物行政の推進については、日頃から御協力賜り、厚くお礼申し上げます。 

 さて、このことについて、令和４年７月２１日付けで秋田県新型コロナウイルス感染

症対策本部事務局から別添のとおり事務連絡がありましたので、お知らせします。 

ついては、各事業所においてエアロゾル感染防止のための十分な換気が実施されるよ

う、貴会員への周知に御協力くださるようお願いします。 

 

＜添付資料＞ 

・令和４年７月２１日付け事務連絡「エアロゾル感染防止のための十分な換気の実施に

ついて」 

・厚生労働省リーフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】 
秋田県生活環境部 
環境整備課 廃棄物対策班 伊藤 

電 話：018-860-1624 
E-mail：recycle@pref.akita.lg.jp 



事 務 連 絡

令和４年７月２１日

庁内各課（センター・室）長

地域振興局各部長

各地方機関の長（地域振興局を除く）

議会事務局総務課長

人事委員会事務局職員課長 様

監査委員事務局監査第一課長

労働委員会事務局審査調査課長

教育庁各課（室）長

警察本部警備部警備第二課長

秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部事務局

エアロゾル感染防止のための十分な換気の実施について（通知）

７月に入り、本県においても新規感染者が急増し、１日当たりの新規感染者数の最高値を

更新しています。その要因としては、感染力が強いとされるオミクロン株BA.5への置き換わ

りが進んでいることや、夏を迎えて換気が不十分であることなどが原因と考えられます。

オミクロン株BA.5に関して、ＷＨＯのレポートでは、既存のオミクロン株と比較して重症

度の上昇は見られないとのことですが、感染者数が大幅に増加すれば、入院患者数や重症者

数もそれに連れて増加し、医療がひっ迫するおそれがあります。

医療のひっ迫を避けるためには、重症化リスクの高い高齢者等の感染防止はもちろんのこ

と、各種事業所や施設等から協力をいただき、クラスターの発生を防止する必要がありま

す。

冷房の方式や、換気のために開ける窓の方向等によっては、短時間の換気では外気を十分

取り込めないことがあるため、事業所等において適切な方法で換気が行われるよう、次の留

意事項について、各所属から、関係する業界団体等を通じて注意喚起をお願いします。

【留意事項】

○ 各種事業所、高齢者施設、病院、学校、児童関連施設等（いずれの施設もそのロッカー

ルームや食堂を含む）においては、同一空間（部屋）に多くの人数が滞在するような場合

や、天井が低いなど狭い空間（部屋）にいる場合に感染リスクが高まることから、こまめ

に多くの窓を開けるなどによって、完全に外気と入れ替わるようにすること。

○ 換気機能のない冷暖房設備（循環式エアコン）等を使用している施設等においては、厚

生労働省のリーフレット『熱中症予防に留意した「換気の悪い密閉空間」を改善するため

の換気の方法』を参照し、換気を行うこと。

＜担 当＞

秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部

事務局（総務部総務課）

TEL 018-860-1054 / FAX 018-860-1056






